
第２学年 数学科詳細授業展開案

１ 単元名 一次関数

２ 単元の目標

(１) 事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ることができる。

(２) 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解することができる。

(３) 二元一次方程式を関数を表す式とみることができる。

(４) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え説明することができる。

３ 単元の評価規準

数学への

関心・意欲・態度
数学的な見方や考え方 数学的な技能

数量や図形など

についての知識・理解

様々な事象を一次関数

として捉えたり，表，式，

グラフなどで表したり

するなど，数学的に考え

表現することに関心を

もち，意欲的に数学を問

題の解決に活用して考

えたり判断したりしよ

うとしている。

一次関数についての基

礎的・基本的な知識及び

技能を活用しながら，事

象を数学的な推論の方

法を用いて論理的に考

察し表現したり，その過

程を振り返って考えを

深めたりするなど，数学

的な見方や考え方を身

に付けている。

一次関数の関係を，表，

式，グラフを用いて的確

に表現したり，数学的に

処理したり，二元一次方

程式を関数関係を表す

式とみてグラフに表し

たりするなど，技能を身

に付けている。

事象の中には一次関数

として捉えられるもの

があることや一次関数

の表，式，グラフの関連

などを理解し，知識を身

に付けている。

４ 単元の計画(全 18 時間)

「○」･･･形成的な評価，「◎」･･･単元における総括の資料とするための評価

節 項 時数(時間) 関 考 技 知

１ 一次関数とグラフ

１ 一次関数 ２ ◎
○

◎ ◎

２ 一次関数の値の変化 ２ ◎
○

◎ ◎

３ 一次関数のグラフ ３ ◎

○
○

○

◎ ◎

４ 一次関数の式を求める

こと
３ ◎ ○

○

◎ ◎

２ 一次関数と方程式
１ 方程式とグラフ ２

◎

○ ○

◎ ◎

２ 連立方程式とグラフ １ ○ ○

３ 一次関数の利用 １ 一次関数の利用
４

(本時２／４)
◎

○ ○

◎

○○

○



単元のまとめ 単元テスト １

◎単元テストの結

果を基に，これま

での評価結果を補

正します。

◇ 関･･･数学への関心・意欲・態度，考･･･数学的な見方や考え方，技･･･数学的な技能，

知･･･数量や図形などについての知識・理解を示している。

５ 本時の学習

１ 一次関数の利用 (本時２／４)

６ 本時の目標

・ 携帯電話の通話時間と通話料の関係が一次関数になることを基にして，それぞれのプランの得な

場合について説明することができ，最適な利用プランを選ぶことができる。

７ 本時の評価規準

・ 身のまわりの問題を，一次関数を用いて解決しようとしている。

(小単元で評価)【数学への関心・意欲・態度】

・ 一次関数を用いて調べたり，予測したりした結果が適切であるかどうか振り返って考えることが

できる。 【数学的な見方や考え方】

・ 一次関数の関係を表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりすることができる。

(小単元で評価)【数学的な技能】

８ 本時の展開

過
程

学習活動
形

態

○教師の支援及び指導上の留意点

(●数学的活動における教師の支援)

※評価の観点と方法 ◆ＩＣＴの活用

つ

か

む

１ 本時の学習内容を「最適な利用プラン

を考えよう」を知る。

２ 場面設定を知る。

(場面１)

・３つのプランを確認する。

斉 ○ ワークシート№１を配布し，本時の学習内

容を記入させ，学習への見通しをもたせる。

○ 契約内容を変更する場面であることを説明

し，生活の場面と数学を結び付けられるよう

にする。

○ ３つのプランそれぞれについて，基本料金

と１分ごとの通話料を確認させる。

姉が，携帯電話の契約内容について，契約した店に相談に行くので，川野くんも

ついて行くことにしました。次の会話文は，そのときの店での様子です。

店員 「いらっしゃいませ。どのようなご用件でしょうか？」

姉 「私は，現在，携帯電話をＡプランで契約しています。先月は３０分間通

話をしました。しかし，来月から仕事で出張が多くなり，この携帯電話を

利用する時間が長くなると思います。そこで，私にとってどのプランにし

たら得なのか，わかりやすく説明してください。その話を聞いて，プラン

を変更するかどうかを判断します。」

店員 「はい。わかりました。それでは，今から説明します。」



見

通

す

３ 何を用いれば分かりやすく説明できる

かを予想する。

＜予想される生徒の考え＞

・表を用いる

・グラフを用いる

・式を用いる

・ 予想したことを発表する。

個

斉

● 変化の様子を見ていく際，これまでどのよ

うな方法を用いたかを思い出させ，表，式，

グラフについて想起させる。

◆ 電話会社のパンフレットを電子黒板で提示

し，表，式，グラフの特徴を確認する。

○ 生徒に発表させた後，説明をしていく場合

は，表，式，グラフを用いていく方が便利で

分かりやすいことを押さえる。

練

り

合

う

４ 課題１を考える。

〔課題１〕

・ Ａプランの表，式，グラフを考える。

・ ＢプランとＣプランの表，式，グラフ

をグループで考える。

・ ＢプランとＣプランの表，式，グラフ

を確認する。

斉

Ｇ

斉

○ ワークシート№２を配布し，Ａプランの表，

式，グラフを考えさせる。

◆ 電子黒板に，Ａプランの表，式，グラフを

映し，変化の様子を確認する。

● Ａプランの表，式，グラフを参考にさせな

がら，ＢプランとＣプランの表，式，グラフ

をワークシート№２に記入させる。

※ 身のまわりの問題を一次関数を用いて

解決しようとしている。

【数学への関心・意欲・態度】

（観察・ワークシート）

○ ＢプランとＣプランの表，式，グラフを発

表させる。

【数学的活動】

ア 成り立つ事柄を予想する活動

【数学的活動】

イ 観察，操作などの具体的な活動

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：Ｂプ

ランとＣプランのいずれかについて，表，

式，グラフをかこうとしている。

「十分満足できる」状況(Ａ)：Ｂプラン

とＣプランの両方について，表，式，グ

ラフをかこうとしている。

３つのプランを，表，式，グラフを使って表しましょう。

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される

生徒への指導：まずＢプランの表を作ら

せ，その中の２点を用いてグラフをかか

せる。その後，Ｃプランの表やグラフに

ついても，同じような手順でかくように

指示する。



５ 課題２を考える。

〔課題２〕

・ Ａプランについて考える。

・ ＢプランとＣプランについて考える。 個

◆ 書画カメラで，発表する生徒のワークシー

トを映し，記述した表，式，グラフについて

説明させる。

○ Ｃプランの式 y＝100x－7000(120≦x)は求め

ることが難しいので，式だけでなく求め方も

丁寧に確認する。

○ ３つのプランの表，式，グラフを振り返り，

グラフを用いる方が，特徴を比較しやすいこ

とに気付かせる。

○ ワークシート№３を配布する。それぞれの

プランの特徴を，グラフを基に考えさせる。

説明する際は，得になる場合について判断し

た理由を，グラフの交点やグラフの上下関係

に着目し，詳しく記述するように伝える。

○ Ａプランで得になる場合について，グラフ

を用いて，全体で確認する。

○ Ａプランでの説明を参考にさせながら，Ｂ

プランとＣプランについて，説明を記述させ

る。

※ 一次関数を用いて調べたり，予測したり

した結果が適切であるかどうか振り返っ

て考えることができる。

【数学的な見方や考え方】

（ワークシート・観察）

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：２つ

のプランの得な場合について，グラフを

用いて，説明することができる。

「十分満足できる」状況(Ａ)：２つのプ

ランの得な場合について，グラフと連立

方程式の解を用いて，的確に説明するこ

とができる。

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される

生徒への指導：表やグラフを基に比較さ

せる。グラフを用いる場合は，グラフの

交点やグラフの上下関係に着目させ，比

較ができるところを見付けて考えるよう

に助言する。

それぞれのプランの特徴をグラフを使って比較し，どのような場合に得になるかを

説明しましょう。



６ グループのメンバーで互いに，自分の

考えを説明し合う。

Ｇ ● 自分の考えを説明する際は，何を根拠とし

ているかについても説明するように伝える。

○ 説明を聞いて，自分が納得した考えは，違

う色で記入するように伝える。

深

め

る

７ 全体で確認する。

８ 場面２を紹介し，課題３を考える。

(場面２)

〔課題３〕

斉

個

● 発表する際は，グラフを用いながら，Ｂプ

ランとＣプランの得な場合について説明する

ように指示する。また，ＢとＣの交点も確認

する。

○ ＢとＣの交点については，連立方程式を用

いて求めることを確認する。

◆ 書画カメラでグラフを映し，交点の座標を，

連立方程式を解いて確認する。

○ 発表を聞いて，自分が納得した考えは，違

う色で記入するように伝える。

● ①～③の場合の通話料について，グラフを

基にそれぞれ最適なプランを選ばせる。

【数学的活動】

ウ 自分の考えを人に伝える活動・人

の考えを理解する活動

【数学的活動】

オ 発展的に考える活動

上の ア が次の①～③の場合，それぞれどのプランが最適かを考えてみま

しょう。

① ５５分 ② ２時間 ③ ３時間３０分

【数学的活動】

ウ 自分の考えを人に伝える活動・人

の考えを理解する活動

姉 「ありがとうございました。とてもわかりやすい説明で内容がよく伝わりまし

た。おそらく ア くらい使うと思うので， イ のプランにしようと思

います。」



９ 自分の考えを発表する。 斉 ◆ 書画カメラで，３つのプランを表したグラ

フを映し，そのグラフを用いて説明させる。

ま

と

め

る

10 本時の学習について振り返る。 斉 ● 今日の学習を振り返り，数学と生活の場面

とのつながりや，事象を一次関数として捉え，

表，式，グラフを用いて問題解決ができるこ

とのよさを実感させる。

○ ワークシート№３を回収する。

◇ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。

斉･･･一斉活動， 個･･･個人活動， Ｇ･･･グループ活動

※ 数学的な技能の観点については，学習活動の４で，ＢプランとＣプランの変化を表，式，グラフに

正しく表すことができているかどうか，観察とワークシートの記述で形成的な評価を行います。

「努力を要する」状況(Ｃ)になりそうな生徒に対しては，適切な指導を行い，次時の評価で「おお

むね満足できる」状況(Ｂ)以上になるようにします。

【数学的活動】

カ 自分が行った活動を振り返る活動


